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当社の概要当社の概要
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１ 独自技術を保有し、自社ブランド製品を世界に

供給する「開発型企業」を目指します。

２ 顧客に満足いただける商品を素早く提供する、

小回りの利いた会社を目指します。

３ 市場に常に「新しさと違い」を提供する

イノベーターを目指します。

４ 各人が持っている個性・能力を力一杯発揮できる

企業風土を目指します。

１．経営ビジョン１．経営ビジョン

１

２

３

４
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２．事業内容２．事業内容

インクジェットプリンタとカッティングプロッタの技術を基に

ＳＧ（サイングラフィックス）、ＩＰ（インダストリアルプロダクト）、ＴＡ（テキスタイルアパレル）の

３つの販売市場でグローバルに営業展開

インクジェットプリンタとカッティングプロッタの技術を基に

ＳＧ（サイングラフィックス）、ＩＰ（インダストリアルプロダクト）、ＴＡ（テキスタイルアパレル）の

３つの販売市場でグローバルに営業展開

①ＳＧ市場向け
78.8％②ＩＰ市場向け

9.4％

③ＴＡ市場向け
5.9％

その他
5.9％

連結売上高

233億円
2007年3月期

国内
32.2％

北米
22.2％

欧州
27.3％

アジア
7.9％

その他
10.4％

連結売上高

233億円
2007年3月期

海外売上高
67.8％

３つの販売市場３つの販売市場 グローバル展開グローバル展開
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３．売上高の推移３．売上高の推移

（注） 05年3月期以降は連結、04年以前は単体。
76～88年は7月期。89年3月期は決算期変更のため8カ月決算。08年3月期は当社予想値。

年3月期

創業期

ＩＰ市場

（百
万
円
）

ＴＡ市場

ＳＧ市場

04年3月

98年10月

87年3月

91年9月
（ＣＦ-120）

インクジェットプリンタ
ＪＶ5-130S/160S

インクジェットプリンタ
ＪＶ3-130S/160S

ＩＰ市場向け ＵＪＦ-605Ｃ

TA市場向け ＴＸ-1600

インクジェットプリンタ
ＪＶ-1300

カッティングプロッタ
MF-220C

ペンプロッタ
「北斎」

(予)
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決算概要と今期の予想決算概要と今期の予想
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１．決算サマリー１．決算サマリー

20020088年年33月期月期上半期上半期の事業環境の事業環境
好調な企業業績を背景とした設備投資・個人消費が好調に推移。

インクジェットプリンタによるオンデマンド生産、デジタルプリントへの流れ。

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

中間純利益

売 上 高売 上 高

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

中間中間 純利益純利益

13,960
901

1,014
669

13,96013,960
901901

1,0141,014
669669

+35.1

＋202.6

+171.4

+223.0

++35.135.1

＋＋202.6202.6

++171.4171.4

++223.0223.0

2008年3月期中間実績2008年3月期中間実績 前年同期比前年同期比

％

％

％

％

％

％

％

％

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

当社の取組み当社の取組み

ＳＧ市場向け国内最大級の大型機ＪＶ5-320Ｓ(07年8月)、ＪＶ3の後継機ＪＶ33

シリーズ(07年8月) 。

台湾御牧股份有限公司への増資、一部インク組立開始。
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２．損益の状況２．損益の状況

売 上 高

売 上 総 利 益

販 管 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

中 間 純 利 益

2006/9(中間)

金 額
2007/9(中間)

増減率百分比

13,960

6,260

5,359

901

188

75

1,014

669

（単位：百万円、％）

金 額 百分比

100.0

44.8

38.3

6.5

1.3

0.5

7.3

4.8

35.1

42.2

30.6

202.6

51.3

54.5

171.4

223.0

10,331

4,402

4,104

297

124

48

373

207

100.0

42.6

39.7

2.9

1.2

0.5

3.6

2.0

為替

レート

米 ド ル

ユ ー ロ

115.38円

145.97円

119.33円

162.30円



３．経常利益の主な増減要因(前年同期比較)３．経常利益の主な増減要因(前年同期比較)

原価率約2.2ポイント改善（為替の影響も含む）
+312

原価率改善による

売上総利益増加

インク売上増による▲242支払手数料増加

米＄3.95円、€16.33円 対前期比円安+31為替差益増加

受取利息＋24百万円等+32その他営業外収益増加

+640経常利益

主に売上増に伴う変動費増加による▲551その他販管費増加

製品本体売上増及び新製品発売による▲138製品補修費増加

インク+1,490百万円、新製品関係の売上増+2,577
百万円、JV3▲546百万円、JV４▲122百万円。

※対前期比為替による売上押上効果+568百万円あり。
+1,546

売上増加による
売上総利益増加

▲26営業外費用増加

新製品開発による▲115販売促進費増加

就業人員前年同期比＋73名▲209給与手当増加

コ メ ン ト増 減 額
（百万円）

主な増減要因

9
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20.4

157.9

19.0

54.5

35.1

４．機種群別売上高４．機種群別売上高

Ｓ Ｇ 市 場 向 け

Ｉ Ｐ 市 場 向 け

Ｔ Ａ 市 場 向 け

そ の 他

合 計

2006/9(中間)

売上高

2007/9(中間)

増減率

9,737

2,474

802

945

13,960

（単位：百万円、％）

売上高

69.8

17.7

5.7

6.8

100.0

構成比

8,084

959

674

612

10,331

構成比

78.3

9.3

6.5

5.9

100.0

ＳＧ市場向け
78.8％

ＩＰ市場向け
9.4％

ＴＡ市場向け
5.9％

その他5.9％ 5.9％
6.5％

9.3％

78.3％

08/3期中間：139億円07/3期中間：103億円07/3期通期：233億円

6.8％

5.7％

17.7％

69.8％
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４-１．ＳＧ市場向け４-１．ＳＧ市場向け

世界的な広告・看板業界の堅調な推

移。デジタル化・ビジュアル化の流れ

国内最大級の大型機JV5-320S、及

び主力製品JV3シリーズの後継機

JV33-130/160の市場投入

主力製品JV3シリーズの堅調な販売

欧州及び北米地域での好調な販売並

びに円安による売上押上げ効果

市場稼働台数増加に伴うインク等

消耗品の販売増

18,387

14,336

中間実績
9,737

通期予想
19,965

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

06/3 07/3 08/3(予)

（百万円）

ＳＧ市場向け売上高の推移 08/3期中間の事業概況
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４-２．ＩＰ市場向け４-２．ＩＰ市場向け

多品種少量生産、納期短縮等をキー
ワードとしたIP市場の拡大

プラスチック・ダンボールやノンコートの
大判素材や硬質素材にもダイレクトプ
リント可能な大型フラットベッドUVイン
クジェットプリンタJF-1631/1610の
本格寄与

高速で少量多品種の生産に適した工
業用UVインクジェットプリンタUJF-
605CⅡ（UJF-605C後継機)の本格
寄与

各種展示会への出展による応用分野
の拡大訴求

IP市場向け販売チャネルの開拓（特に
海外）

2,1802,177

中間実績
2,474

通期予想
5,769

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

06/3 07/3 08/3(予)

（百万円）

ＩＰ市場向け売上高の推移 08/3期中間の事業概況
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４-３．ＴＡ市場向け４-３．ＴＡ市場向け

伝統的な染物業からデジタルプリント

への緩やかな流れ

Tシャツへのデジタルプリントの普及

インクジェットプリンタに前処理から後

処理までのノウハウを含めたトータル

パッケージの蓄積

中間実績
802

1,480
1,385

通期予想
1,356

0

500

1,000

1,500

2,000

06/3 07/3 08/3(予)

（百万円）

ＴＡ市場向け売上高の推移 08/3期中間の事業概況
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35.5

46.4

12.6

35.1

５．品目別売上高５．品目別売上高

製 品 本 体

イ ン ク

そ の 他

合 計

2006/9(中間)

売上高

2007/9(中間)

増減率

7,337

4,704

1,918

13,960

（単位：百万円、％）

売上高

52.6

33.7

13.7

100.0

構成比

5,414

3,213

1,703

10,331

構成比

52.4

31.1

16.5

100.0

製品本体
54.4％

インク
31.6％

その他
14.0％

16.5％

33.7％
52.4％

08/3期中間：139億円07/3期中間：103億円07/3期通期：233億円

52.6％

13.7％

31.1％
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16.5
28.7
76.7

3.4
41.8
35.1

６．エリア別売上高６．エリア別売上高

国 内

北 米

欧 州

ア ジ ア

そ の 他

合 計

2006/9(中間)

売上高

2007/9(中間)

増減率

4,251
2,831
4,351

906
1,619

13,960

（単位：百万円、％）

売上高

30.5
20.3
31.1

6.5
11.6

100.0

構成比

3,649
2,199
2,463

876
1,142

10,331

構成比

35.3
21.3
23.8

8.5
11.1

100.0

11.1％

8.5％

23.8％

21.3％

64.7％

08/3期中間：139億円07/3期中間：103億円07/3期通期：233億円

35.3％

10.4％

7.9％

27.3％

22.2％

67.8％

32.2％

11.6％

6.5％

31.1％

20.3％

69.5％

30.5％

アジア

欧州

北米

国内海外 国内海外 国内海外

その他
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現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 ・ 売 掛 金

た な 卸 資 産

そ の 他

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

〔資 産 の 部〕〔資 産 の 部〕 （単位：百万円）

4,924

4,750

6,349

1,289

17,313

4,997

319

745

6,062

23,375

７-１．要約貸借対照表７-１．要約貸借対照表

2007/3 2007/9 増減額

△31

729

761

△21

1,436

115

20

32

168

1,605

4,955

4,020

5,588

1,311

15,876

4,882

299

712

5,894

21,770

• 売上拡大による増加• 売上拡大による増加
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支 払 手 形 ・ 買 掛 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

長 期 借 入 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

純 資 産 合 計

負 債 、 純 資 産 合 計

〔負債・純資産の部〕〔負債・純資産の部〕 （単位：百万円）

2007/3 2007/9

7,301

5,453

2,960

15,715

840

328

1,169

16,884

6,491

23,375

７-２．要約貸借対照表７-２．要約貸借対照表

増減額

981

△6

276

1,251

△290

△2

△292

958

646

1,605

6,319

5,459

2,684

14,463

1,131

331

1,462

15,926

5,844

21,770

• 売上拡大による増加• 売上拡大による増加

短期借入金・1年内予定長期
借 入 金 ・ 1 年 内 予 定 社 債

• 長期借入金減少
290百万円

• 長期借入金減少
290百万円
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８．キャッシュフローと設備投資額８．キャッシュフローと設備投資額

972

-1,030
-731

1,732

353

841

2,124

-500 -368

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

（百万円）

営業活動によるＣＦ

投資活動によるＣＦ

財務活動によるＣＦ

2007年3月期通期

設備投資額

減価償却費

研究開発費

2007年3月期中間 2008年3月期中間

1,029百万円

807百万円

1,184百万円

697百万円

352百万円

500百万円

514百万円

451百万円

579百万円
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９．今期の予想９．今期の予想

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

2007/3
金 額

2008/3予想
増減率百分比

28,910

12,830

1,980

2,010

1,260

（単位：百万円、％）

金 額 百分比

100.0

44.4

6.8

7.0

4.4

23.9

29.1

70.9

54.0

63.4

23,337

9,935

1,158

1,305

771

100.0

42.6

5.0

5.6

3.3

為替

レート

米 ド ル

ユ ー ロ

117.03円

150.09円

116.00円

150.00円

設 備 投 資 額

研 究 開 発 費

1,029
1,184

4.4
5.1

1,981
1,233

6.9
4.3

92.5
4.1
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10．機種群別売上高の予想10．機種群別売上高の予想

8.6

164.6

△2.1

31.4

23.9

Ｓ Ｇ 市 場 向 け

Ｉ Ｐ 市 場 向 け

Ｔ Ａ 市 場 向 け

そ の 他

合 計

2007/3

売上高

2008/3予想

増減率

19,965

5,769

1,356

1,820

28,910

（単位：百万円、％）

売上高

69.1

19.9

4.7

6.3

100.0

構成比構成比

18,387

2,180

1,385

1,384

23,337

78.8

9.4

5.9

5.9

100.0
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当社の経営戦略当社の経営戦略
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１．全社戦略１．全社戦略

TATA市場市場

SGSG市場市場

ＩＰ市場ＩＰ市場

積極的グローバル展開によって、

ＳＧ市場でトップを目指す

デジタル・オンデマンド生産を

推進し、第２の柱へ

トータルソリューションを提供し、

デジタル化を推進

デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
時
代
の
到
来

当
社
の
持
つ
「
専
門
的
・
高
度
な
技
術
力
」
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先進国企画と途上国企画を分けた取り組み

生産性の高い商品と低価格商品の2系列品揃え

24インチから128インチまでワイドレンジの品揃え

エコインクから高機能インクまでの品揃え

先進国企画と途上国企画を分けた取り組み

生産性の高い商品と低価格商品の2系列品揃え

24インチから128インチまでワイドレンジの品揃え

エコインクから高機能インクまでの品揃え

商品 戦 略

グローバル販売・サービスチャネルの整備

日本、北米、欧州、アジア、中南米、南アフリカ

サービスサポート力の向上

グローバル販売・サービスチャネルの整備

日本、北米、欧州、アジア、中南米、南アフリカ

サービスサポート力の向上

販売 戦 略

米国ブランド別プリンタ2005年保有シェア
（24ｲﾝﾁ超）

出所：「Wide Format Graphics IJ-2005 
Trend PFP(Print For Pay)
Survey,Feb.2006」 I.T.Strategies社

ＥＵ市場ソルベントインクジェットプリンタ2006年販売
台数シェア（60インチ以上）

SII
22.1%

Mutoh
33.1%

Others
7.7%

Roland
DG

15.8%

Mimaki
21.2%

総台数：3,611台
出所：InfoSource社

MacDermid
Colorspan

4.8%

Oce
3.9%

VUTEk
3.1%

Others
14.5%

Encad
8.3%

Epson
19.3%

Hewlett-
Packard
29.1%

Roland DG
6.9%

Mutoh
3.0%

Mimaki
7.1% (Hewlett-PackardおよびOceへのOEM含む

(AGFAへのOEM含む)

２-1．事業戦略－SG市場向け２-1．事業戦略－SG市場向け



2010/32009/32008/32007/3
24

〈
大
〉

市
場
規
模銘板

プラスチック
部品

軟包装

メンブレン
スイッチ

外装
パネル

スイッチ

高画質UVインクジェットプリンタの生産性向上

従来システムに組込可能なプリントステーションの提供

前処理、後処理を含めたトータルソリューションの提供

高画質UVインクジェットプリンタの生産性向上

従来システムに組込可能なプリントステーションの提供

前処理、後処理を含めたトータルソリューションの提供

商品戦略

使ってみる化によるユーザー納得販売の実践

独自の販売・サービス体制の確立

使ってみる化使ってみる化によるユーザー納得販売の実践

独自の販売・サービス体制の確立販売戦略

２-２．事業戦略－IP市場向け２-２．事業戦略－IP市場向け

携帯電話
接着剤

有機EL

ナノテク
バイオ

インパネ

ホイール

タンク

カバー

グラビア、スクリーン、パッド印刷の置き換え

自動車市場

家電市場

カード

CD
DVD

シール
ラベル

壁紙

布

PCB

建材

クイックレスポンス

環境にやさしい

意匠性

印刷市場

クイックレスポンス

コストダウン
環境にやさしい意匠性

コストダウン
意匠性

産業分野への応用 最先端分野
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２-３．事業戦略－ＴＡ市場向け２-３．事業戦略－ＴＡ市場向け

インクジェットプリンタに前処理から後処理までの

ノウハウを含めたトータルパッケージの確立

既存生産地への高速プリンタの開発

Tシャツプリントの生産性向上

濃色Tシャツへのフルカラープリントの実現

バルクインク供給方式の開発

インクジェットプリンタに前処理から後処理までの

ノウハウを含めたトータルパッケージの確立

既存生産地への高速プリンタの開発

Tシャツプリントの生産性向上

濃色Tシャツへのフルカラープリントの実現

バルクインク供給方式の開発

商品 戦 略

トータルソリューションを提供し、消費地近隣でのプリ

ントビジネスを推進

既存チャネルとのコラボレーション

トータルソリューションを提供し、消費地近隣でのプリ

ントビジネスを推進

既存チャネルとのコラボレーション

販売 戦 略
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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